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紀伊半島西方におけるフィリピン海プレートの沈み込みに関する海陸統合構造調査
Land-Marine integrated seismic survey in the western Kii Peninsula on subduction of the
Philippine Sea Plate
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紀伊半島の沖合は、東南海・南海地震断層のセグメント境界にあたる。このセグメント境界の南海トラフ軸直交方向
周辺域は、同時に様々な現象の境界にもあたっている。例えば南海トラフ沿いの地震活動について震源メカニズム解を
みると、境界の東側と西側で応力主軸方向が˜30度ほど変化しており、またプレート境界固着強度の深部遷移領域で発生
すると考えられている低周波イベントもこの境界より西側から四国北東部まで見られなくなる。沈み込むフィリピン海
プレートの形状も境界周辺域で急激に変化しており、紀伊半島下では大きなくぼみを形成している。これらの現象に加
えて、過去の地震活動や火山列の分布などから、Ide et al. (2010)は沈み込むプレートが深さ方向に裂けており、この裂
け目が境界の形成要因である可能性を議論している。この境界域周辺では沈み込むプレートはどのような形状をしてい
るのかを高解像度で知ることは、上述の様々な現象を理解し、また南海トラフ沿いで発生する巨大地震の発生メカニズ
ムおよび断層破壊過程の解明に重要である。我々は 2010年 10月に、紀伊半島沖合の南海トラフ軸から大阪府阪南市ま
での˜200 km長の海陸統合測線に地震計を設置し、海域では海洋研究開発機構の調査船「かいれい」によるエアガン発震
を、また陸域では大阪府阪南市で 300 kgのダイナマイトを発破して構造調査を行った。さらに南海トラフ軸から紀伊水
道を通って淡路島近傍までの測線でも同様にエアガン発震を行っており、境界域を伝播する地震波も記録している。こ
こで得られたデータを解析することによって、境界域周辺におけるトラフ軸から深部固着強度遷移領域までのプレート
の沈み込み形状、またプレート境界面の性質の解明に貢献できると期待される。
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